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　大学３年夏の交通事故で入院、治療、リハビリと厳しい生活を送ることに

なった中川空嶺選手。就職活動にも不安を覚えていたが、親身に指導や相談

に乗ってくれた中央大学キャリアセンターの池田浩二副部長の存在が大きな

支えになったという。

　「中川君なら大丈夫」。一つひとつの悩みや質問に、アドバイスを求めたとき

にかけられた中で最も胸に響いた言葉だという。中川選手は「僕にとっては魔

法の言葉でした」と、池田副部長に感謝する。

　中大杉並高から中大に進学したこともあって、母校への「中大愛」は深い。バ

イク本体やレーシングスーツ、ヘルメットにも中大のステッカーを貼っている。

なかがわ・たかね。千葉市出身。中央大学杉並高校卒、商

学部４年。170センチ、59キロ。「タイラプロモートレーシ

ング」所属のレーサー。愛車は「YAMAHA YZF-R3」（排気

量320㏄）。４月からは、自動車部品などの研究・開発・製

造を手がけ、モビリティー業界のリーディングカンパニー

の一つ「デンソー」に入社する。尊敬する人は両親。

中川空嶺選手

　中央大学が総合２位となった第99回箱根駅伝（2023年１月２、３日）で、藤原正和・駅伝監

督の運営管理車に同乗して、選手に伴走したのが、出納佳さん（商４）、炭山遥香さん（経済４）

の陸上競技部長距離ブロックのマネジャー２人だった。選手を奮い立たせる監督の言葉を間近

で聞き、仲間の背中を見続けた記憶、思いを振り返ってもらった。（競技写真はすべて月刊陸上競技提供）

　中央大学が総合２位となった第99回箱根駅伝（2023年１月２、３日）で、藤原正和・駅伝監

督の運営管理車に同乗して、選手に伴走したのが、出納佳さん（商４）、炭山遥香さん（経済４）

の陸上競技部長距離ブロックのマネジャー２人だった。選手を奮い立たせる監督の言葉を間近

で聞き、仲間の背中を見続けた記憶、思いを振り返ってもらった。（競技写真はすべて月刊陸上競技提供）

▲４年連続で山を下った若林陽大主将▲４年連続で山を下った若林陽大主将

クローズアップ

「楽しそうに走ってる」
背中でわかる選手の息遣い

「世界へ行くんだ」
監督の熱い声かけに身震い

陸上競技部長距離ブロック
マネジャーが見た、感じた「箱根」

すいどう
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クローズアップ

区間４位で７区を駆け抜けた千守倫央選手（左）▲区間４位で７区を駆け抜けた千守倫央選手（左）▲ ▲８区の中澤雄大選手▲８区の中澤雄大選手
▼フィニッシュした助川拓海選手（右）。左は出迎えた田井野悠介選手▼フィニッシュした助川拓海選手（右）。左は出迎えた田井野悠介選手

運営管理車で
多岐にわたる“仕事”

　炭山さんが１月２日の往路、出納

さんは３日の復路で、助手席の藤

原監督から対角にあたる運転席の

後ろに座った。“仕事”は多岐にわた

る。５キロごとに計る走破タイムは

監督の声かけの基本データとなり、

中継所で待機する選手に付き添う

部員と連絡を取り合って、スタート

前の最後の指示を出す監督との仲

介役も務める。

　各区間に配置されたマネジャー

が計った他校とのタイム差や、リア

ルタイムの気温、風向き、太陽の出

方などもLINEで情報共有する。

刻 と々変化する気象の情報は、たと

えば手袋の着用の有無などを判断

するのに役立つ。区間配置のマネ

ジャーはそれぞれ電車で移動しな

がら複数の区間を受け持つという。

　往路で運営管理車が伴走したの

は２区の途中、復路は６区途中か

ら。炭山さん（往路）、出納さん（復

路）の記憶やさまざまな思いを紹

介する。

「じりじりする思い」
「でも走れちゃう、すごい」

往路１区・溜池一太選手（１年）＝ス

ローペース。関東学生連合の選手

が飛び出したが、誰もついていか

ず、集団を引っ張る選手もいなかっ

た。「じりじりする思い」でスマホの
画面を見つめる。

２区・吉居大和選手（３年）＝「お前

は世界に出ていくんだから、ここで

負けるわけにはいかない」。監督の
熱い声かけに身震いした。その言
葉もあって最後は足が動いたの

かな。

３区・中野翔太選手（３年）＝調子

を崩し、2022年11月の全日本大学

対校選手権を走れなかった。練習
量は十分だろうかと気をもんだ
が、「でも走れちゃう、すごい」。

４区・吉居駿恭選手（１年）＝青山

学院大に追いつかれたときは「置
いていかれがちになり、しんどそう
だった」。でも１年生として良い経
験。「来年こそ納得のいく走りを見

せてほしい」

５区・阿部陽樹選手（２年）＝最

初の入りで前を行く駒澤大との

差を詰めていった。監督の声か
けもあって、行けると思ったんで
すが…。

「どうしても区間賞を－」
「やっぱり中澤だな」

復路６区・若林陽大主将（４年）＝

スタート前、リラックスした笑顔が

頼もしかった。箱根湯本駅を過ぎ

た終盤から伴走し、どうしても区
間賞を取らせたいという監督の
気持ちのこもった声かけが耳に
残った。

７区・千守倫央選手（４年）＝これ

まで箱根ではいい記憶がなかった

が、４年になって奮起し、殻を破っ
た。私は全然不安はなかった。監
督の熱い声かけは「駒澤が見えて

いる。お前ならいける」。

８区・中澤雄大選手（４年）＝前回

（８区３位）の走りからも安心して見

ていられた。襷をつなぎ、運営管理

車の監督と走ってきたコースに向

けて、気をつけの姿勢で一礼する

様子に「やっぱり中澤だな」と改め
て感じた。

９区・湯浅仁選手（３年）＝前回（９

区３位）の良い走りの印象があり、

心配はなかった。誰よりも努力する
選手で、周りの信頼も厚い。

10区＝助川拓海選手（４年）＝いつ

もあと少しでメンバー入りを果たせ

なかった。「来年こそ」が続いた選

手。日差しを浴びて輝いていた。

はるき

はると

たすき

ともひろしゅんすけ
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クローズアップ

区間４位で７区を駆け抜けた千守倫央選手（左）▲区間４位で７区を駆け抜けた千守倫央選手（左）▲ ▲８区の中澤雄大選手▲８区の中澤雄大選手
▼フィニッシュした助川拓海選手（右）。左は出迎えた田井野悠介選手▼フィニッシュした助川拓海選手（右）。左は出迎えた田井野悠介選手

運営管理車で
多岐にわたる“仕事”

　炭山さんが１月２日の往路、出納

さんは３日の復路で、助手席の藤

原監督から対角にあたる運転席の

後ろに座った。“仕事”は多岐にわた

る。５キロごとに計る走破タイムは

監督の声かけの基本データとなり、

中継所で待機する選手に付き添う

部員と連絡を取り合って、スタート

前の最後の指示を出す監督との仲

介役も務める。

　各区間に配置されたマネジャー

が計った他校とのタイム差や、リア

ルタイムの気温、風向き、太陽の出

方などもLINEで情報共有する。

刻 と々変化する気象の情報は、たと

えば手袋の着用の有無などを判断

するのに役立つ。区間配置のマネ

ジャーはそれぞれ電車で移動しな

がら複数の区間を受け持つという。

　往路で運営管理車が伴走したの

は２区の途中、復路は６区途中か

ら。炭山さん（往路）、出納さん（復

路）の記憶やさまざまな思いを紹

介する。

「じりじりする思い」
「でも走れちゃう、すごい」

往路１区・溜池一太選手（１年）＝ス

ローペース。関東学生連合の選手

が飛び出したが、誰もついていか

ず、集団を引っ張る選手もいなかっ

た。「じりじりする思い」でスマホの
画面を見つめる。

２区・吉居大和選手（３年）＝「お前

は世界に出ていくんだから、ここで

負けるわけにはいかない」。監督の
熱い声かけに身震いした。その言
葉もあって最後は足が動いたの

かな。

３区・中野翔太選手（３年）＝調子

を崩し、2022年11月の全日本大学

対校選手権を走れなかった。練習
量は十分だろうかと気をもんだ
が、「でも走れちゃう、すごい」。

４区・吉居駿恭選手（１年）＝青山

学院大に追いつかれたときは「置
いていかれがちになり、しんどそう
だった」。でも１年生として良い経
験。「来年こそ納得のいく走りを見

せてほしい」

５区・阿部陽樹選手（２年）＝最

初の入りで前を行く駒澤大との

差を詰めていった。監督の声か
けもあって、行けると思ったんで
すが…。

「どうしても区間賞を－」
「やっぱり中澤だな」

復路６区・若林陽大主将（４年）＝

スタート前、リラックスした笑顔が

頼もしかった。箱根湯本駅を過ぎ

た終盤から伴走し、どうしても区
間賞を取らせたいという監督の
気持ちのこもった声かけが耳に
残った。

７区・千守倫央選手（４年）＝これ

まで箱根ではいい記憶がなかった

が、４年になって奮起し、殻を破っ
た。私は全然不安はなかった。監
督の熱い声かけは「駒澤が見えて

いる。お前ならいける」。

８区・中澤雄大選手（４年）＝前回

（８区３位）の走りからも安心して見

ていられた。襷をつなぎ、運営管理

車の監督と走ってきたコースに向

けて、気をつけの姿勢で一礼する

様子に「やっぱり中澤だな」と改め
て感じた。

９区・湯浅仁選手（３年）＝前回（９

区３位）の良い走りの印象があり、

心配はなかった。誰よりも努力する
選手で、周りの信頼も厚い。

10区＝助川拓海選手（４年）＝いつ

もあと少しでメンバー入りを果たせ

なかった。「来年こそ」が続いた選

手。日差しを浴びて輝いていた。

はるき

はると

たすき

ともひろしゅんすけ
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　運営管理車への同乗で印象に

残ったことを尋ねると、10区を笑

顔で走る助川拓海選手（４年）の

姿を一番に挙げた。伴走車からは

背中しか見えない。選手の表情は

分からないが、足取りも軽く、ス

キップするような走りに見えた。普

段の練習で走りの特徴をつかんで

いるからこそ、背中で表情まで推

し量れた。

　ソフトテニスに打ち込んだ高校

時代、けがでプレーヤーとしての活

動が難しくなった時期もあった。部

活動の顧問の教諭から「仲間のた

めに何ができる？」と言われ、マネ

ジャーを担当。選手を支える人の存

在の大切さを知り、大学ではマネ

ジャーの道を選んだ。

　10区の後半10キロの車内はほと

んど言葉もなく静かだったという。

ふと監督に目を向けると、まぶたに

手を当てていた。その様子を見て、

出納さんも堪えていた涙があふれ

だした。

　10区を走る候補には同じ４年の

田井野悠介選手の名も挙がってい

た。田井野選手は大手町でフィニッ

シュする助川選手を笑顔で迎え、

襷を大事そうに握りしめた。「こうい

う人がチームにいたからこそ2位に

もなれた。私は田井野の姿が誇ら

しかった」。出納さんはそう言って

同期生の皆に感謝した。

クローズアップ

「この同期生たちでよかった」
マネジャー   出納佳さん（商４）

す い ど う

　４年前の入学直後、多摩キャンパ

スで陸上競技部のマネジャーから、

たまたま入部勧誘のチラシを受け

取った。陸上競技のことは全く知ら

なかった。入部したのは「何かを頑

張っている人のそばにいる。そうす

れば自分も本気で頑張れる」と思っ

たからだ。当時は「マイペースで考え

方も自分中心」と感じていた自身

が、マネジャーの活動を通して変

わったという。

　「選手が日本一を目指して成長す

るなら、マネジャーも成長しないと

いけない。これまでと同じことをして

いたら、それは後退だ」。常に前を見

据える藤原監督の言葉を励みにし

て、日々、選手の努力や喜怒哀楽を

一番近くで見てきた。

　「雨は嫌いだけど、真夏なら選手

には恵みの雨」。そう自然に思えるよ

うになった自分を不思議に感じてい

る。「選手本人が納得いく結果を出

してほしい。陸上を知らない私だか

らこそ、一緒にやってきた選手には

幸せな思いをしてほしい」。そんな気

持ちを胸に走り続けてきた４年間

だった。コースを走り切った選手の

笑顔に、マネジャーとして報われた

思いがしている。

マネジャー   炭山遥香さん（経済４）

選手に「納得のいく結果」
「幸せな思い」を

▲LINEの情報共有など運営管理車での
　仕事を説明するマネジャーの炭山遥香さん
▲LINEの情報共有など運営管理車での
　仕事を説明するマネジャーの炭山遥香さん

▲同期の選手たちとマネジャーの出納佳さん(右端)。２年生当時の懐かしい一枚（出納さん提供）▲同期の選手たちとマネジャーの出納佳さん(右端)。２年生当時の懐かしい一枚（出納さん提供）

１区 溜池　一太 （文１） １・03・02 ④
２区 吉居　大和 （法３） １・06・22 ①
３区 中野　翔太 （法３） １・01・51 ①
４区 吉居　駿恭 （法１） １・01・49 ⑤
５区 阿部　陽樹 （文２） １・10・36 ③
      往路２位＝５時間23分40秒　
６区 若林　陽大 （法４） 58・39 ②
７区 千守　倫央 （商４） １・03・15 ④
８区 中澤　雄大 （経済４） １・04・58 ⑦
９区 湯浅　仁 （経済３） １・08・54 ⑥
10区 助川　拓海 （経済４） １・09・27 ③
      復路２位＝５時間25分13秒
      総合２位＝10時間48分53秒

※丸数字は区間順位

区間 選手名（学部・学年） 記録（時・分・秒）

第99回箱根駅伝 中央大学 区間記録第99回箱根駅伝　総合成績

① 駒澤大 10・47・11
❷ 中央大 10・48・53
③ 青山学院大 10・54・25
④ 國學院大 10・55・01
⑤ 順天堂大 10・55・18
⑥ 早稲田大 10・55・21
⑦ 法政大 10・55・28
⑧ 創価大 10・55・55
⑨ 城西大 10・58・22
⑩ 東洋大 10・58・26
⑪ 東京国際大 10・59・58
⑫ 明治大 11・01・37
⑬ 帝京大 11・03・29
⑭ 山梨学院大 11・04・02
⑮ 東海大 11・06・02
⑯ 大東文化大 11・06・08
⑰ 日本体育大 11・06・32
⑱ 立教大 11・10・38
⑲ 国士舘大 11・13・56
⑳ 専修大 11・19・28

（参考記録）
 関東学生連合 11・17・13

順位 大学名 記録（時・分・秒）
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　運営管理車への同乗で印象に

残ったことを尋ねると、10区を笑

顔で走る助川拓海選手（４年）の

姿を一番に挙げた。伴走車からは

背中しか見えない。選手の表情は

分からないが、足取りも軽く、ス

キップするような走りに見えた。普

段の練習で走りの特徴をつかんで

いるからこそ、背中で表情まで推

し量れた。

　ソフトテニスに打ち込んだ高校

時代、けがでプレーヤーとしての活

動が難しくなった時期もあった。部

活動の顧問の教諭から「仲間のた

めに何ができる？」と言われ、マネ

ジャーを担当。選手を支える人の存

在の大切さを知り、大学ではマネ

ジャーの道を選んだ。

　10区の後半10キロの車内はほと

んど言葉もなく静かだったという。

ふと監督に目を向けると、まぶたに

手を当てていた。その様子を見て、

出納さんも堪えていた涙があふれ

だした。

　10区を走る候補には同じ４年の

田井野悠介選手の名も挙がってい

た。田井野選手は大手町でフィニッ

シュする助川選手を笑顔で迎え、

襷を大事そうに握りしめた。「こうい

う人がチームにいたからこそ2位に

もなれた。私は田井野の姿が誇ら

しかった」。出納さんはそう言って

同期生の皆に感謝した。

クローズアップ

「この同期生たちでよかった」
マネジャー   出納佳さん（商４）

す い ど う

　４年前の入学直後、多摩キャンパ

スで陸上競技部のマネジャーから、

たまたま入部勧誘のチラシを受け

取った。陸上競技のことは全く知ら

なかった。入部したのは「何かを頑

張っている人のそばにいる。そうす

れば自分も本気で頑張れる」と思っ

たからだ。当時は「マイペースで考え

方も自分中心」と感じていた自身

が、マネジャーの活動を通して変

わったという。

　「選手が日本一を目指して成長す

るなら、マネジャーも成長しないと

いけない。これまでと同じことをして

いたら、それは後退だ」。常に前を見

据える藤原監督の言葉を励みにし

て、日々、選手の努力や喜怒哀楽を

一番近くで見てきた。

　「雨は嫌いだけど、真夏なら選手

には恵みの雨」。そう自然に思えるよ

うになった自分を不思議に感じてい

る。「選手本人が納得いく結果を出

してほしい。陸上を知らない私だか

らこそ、一緒にやってきた選手には

幸せな思いをしてほしい」。そんな気

持ちを胸に走り続けてきた４年間

だった。コースを走り切った選手の

笑顔に、マネジャーとして報われた

思いがしている。

マネジャー   炭山遥香さん（経済４）

選手に「納得のいく結果」
「幸せな思い」を

▲LINEの情報共有など運営管理車での
　仕事を説明するマネジャーの炭山遥香さん
▲LINEの情報共有など運営管理車での
　仕事を説明するマネジャーの炭山遥香さん

▲同期の選手たちとマネジャーの出納佳さん(右端)。２年生当時の懐かしい一枚（出納さん提供）▲同期の選手たちとマネジャーの出納佳さん(右端)。２年生当時の懐かしい一枚（出納さん提供）

１区 溜池　一太 （文１） １・03・02 ④
２区 吉居　大和 （法３） １・06・22 ①
３区 中野　翔太 （法３） １・01・51 ①
４区 吉居　駿恭 （法１） １・01・49 ⑤
５区 阿部　陽樹 （文２） １・10・36 ③
      往路２位＝５時間23分40秒　
６区 若林　陽大 （法４） 58・39 ②
７区 千守　倫央 （商４） １・03・15 ④
８区 中澤　雄大 （経済４） １・04・58 ⑦
９区 湯浅　仁 （経済３） １・08・54 ⑥
10区 助川　拓海 （経済４） １・09・27 ③
      復路２位＝５時間25分13秒
      総合２位＝10時間48分53秒

※丸数字は区間順位

区間 選手名（学部・学年） 記録（時・分・秒）

第99回箱根駅伝 中央大学 区間記録第99回箱根駅伝　総合成績

① 駒澤大 10・47・11
❷ 中央大 10・48・53
③ 青山学院大 10・54・25
④ 國學院大 10・55・01
⑤ 順天堂大 10・55・18
⑥ 早稲田大 10・55・21
⑦ 法政大 10・55・28
⑧ 創価大 10・55・55
⑨ 城西大 10・58・22
⑩ 東洋大 10・58・26
⑪ 東京国際大 10・59・58
⑫ 明治大 11・01・37
⑬ 帝京大 11・03・29
⑭ 山梨学院大 11・04・02
⑮ 東海大 11・06・02
⑯ 大東文化大 11・06・08
⑰ 日本体育大 11・06・32
⑱ 立教大 11・10・38
⑲ 国士舘大 11・13・56
⑳ 専修大 11・19・28

（参考記録）
 関東学生連合 11・17・13

順位 大学名 記録（時・分・秒）
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　2019年に開設され、中央大学で最も新しい学修の場である国際経営学部（GLOMAC= Global Man-

agement of Chuo University）、国際情報学部（iTL＝Information Technology & Law）から、初め

ての卒業生がこの春、世界のステージへと飛び立つ。コロナ禍の影響もあった4年間で、１期生たちが学修

し、体験し、学び得たものは何だったのか。2学部の卒業生6人に綴ってもらった。

　2019年に開設され、中央大学で最も新しい学修の場である国際経営学部（GLOMAC= Global Man-

agement of Chuo University）、国際情報学部（iTL＝Information Technology & Law）から、初め

ての卒業生がこの春、世界のステージへと飛び立つ。コロナ禍の影響もあった4年間で、１期生たちが学修

し、体験し、学び得たものは何だったのか。2学部の卒業生6人に綴ってもらった。

◀旅行先のインドネシアで友人に誕生日を祝ってもらった際の一枚＝2022年９月◀旅行先のインドネシアで友人に誕生日を祝ってもらった際の一枚＝2022年９月

り、英語で言葉を発したり、常に英
語に触れることのできる環境で４
年間を過ごすことができました。
　私は帰国子女であるため、英語
力を維持させたいという思いで入
学しましたが、この４年間を通して
維持に留まらず、向上させることが
できたと実感しています。

２つ目の自分を高めてくれる仲
間との出会いについては、国際経

営学部が何かの目標に対して意欲
的に行動している人と多く出会え
る場所であったことが背景にあり
ます。私たちは２年生を迎えるタイ
ミングで新型コロナウイルスによ
るオンライン授業を余儀なくされ、
２年生の後期から始まったゼミも
クラスメイトとの初顔合わせは
Zoom越しという異例のスタートと
なりました。
やりたいことをやる、という当た

り前なことがやりにくくなってしまっ
た環境下でコロナという言い訳を
いくらでも使えてしまう中、周りの
友人たちは皆、目標を持ち、意欲的
に行動している人ばかりでした。
　さらに、この学部はさまざまな
バックグラウンドを持った学生の
集まりであり、育った環境や考え方
の異なる人と多く出会える場所で
もあります。それでも皆に共通して
いるのはオープンマインドでお互
いを尊重し合う姿勢を持っている
ということです。人を否定したり優

劣をつけたりすることはせず、それ
ぞれが違った考え方や目標に胸を
張って取り組む友人たちの存在
は、私にとってとても良い刺激にな
りました。そんな友人たちに囲まれ
た４年間だったからこそ、私は今自
分なりの目標を持ち、それをかなえ
るために新たな道に進む準備がで
きています。

　国際経営学部での学びを通じて
得た最大の財産は、論理的思考を
身に着けることができたことです。
大学入学前の私の思考プロセス

はひらめき最優先で、なぜそう思っ
たのかをあまり重要視していませ
んでした。なぜその結論に至った
か、その結論に至るまでの過程で、

「ほかの案は思い浮かばなかった
のか」「私が持っている知識のうち
のどの部分がその結論の背景にあ
るのか」等々、結論を導くために考
えるべきことはたくさんあるのに、
当時はその存在に気づくことすら
できていませんでした。
　しかし、学部で講義を受ける中

木村直斗

　私が国際経営学部で学ぶことが
できてよかったと思う理由は主に
２つあります。それは、常に英語に
触れることができる環境に身を置
けたことと、自分を高めてくれる仲
間に出会えたことです。
　まず１つ目については、私が履修
したクラスでは、講義形式の授業

の８割が英語で行われていたこと
はもちろん、ディスカッションやプ
レゼンテーションを主とした双方
向型のゼミの授業も百パーセント、
英語で行われていたことがありま
す。自らの意見を言葉にすること
が必要な授業の中で、日本語でな
らもっと明確に意見を主張できる

のに、と思うことや、作文やプレゼ
ンテーションでの言葉の言い回し
に苦戦することの 繰り返しでした。
しかし、それでも英語でやらなけ

ればならない環境であったため、辞
書で調べたり、教授の力をお借りし
たりしながら時間をかけて取り組
みました。その結果、英語で考えた

井原さわ香
“英語漬け”の４年間

語学力向上を実感
学部経 営

国 際 学修から得た
最大の財産は「論理的思考」

ひらめき優先から転換
学部経 営

国 際

国際経営学部、国際情報学部から初の卒業生
意欲的な仲間との
出会い

高校時代の留学先で知り合った▲
友人を訪ねたドイツで＝2023年２月

高校時代の留学先で知り合った▲
友人を訪ねたドイツで＝2023年２月

世界の中央で活躍を
センターステージ
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　2019年に開設され、中央大学で最も新しい学修の場である国際経営学部（GLOMAC= Global Man-

agement of Chuo University）、国際情報学部（iTL＝Information Technology & Law）から、初め

ての卒業生がこの春、世界のステージへと飛び立つ。コロナ禍の影響もあった4年間で、１期生たちが学修

し、体験し、学び得たものは何だったのか。2学部の卒業生6人に綴ってもらった。

　2019年に開設され、中央大学で最も新しい学修の場である国際経営学部（GLOMAC= Global Man-

agement of Chuo University）、国際情報学部（iTL＝Information Technology & Law）から、初め

ての卒業生がこの春、世界のステージへと飛び立つ。コロナ禍の影響もあった4年間で、１期生たちが学修

し、体験し、学び得たものは何だったのか。2学部の卒業生6人に綴ってもらった。

◀旅行先のインドネシアで友人に誕生日を祝ってもらった際の一枚＝2022年９月◀旅行先のインドネシアで友人に誕生日を祝ってもらった際の一枚＝2022年９月

り、英語で言葉を発したり、常に英
語に触れることのできる環境で４
年間を過ごすことができました。
　私は帰国子女であるため、英語
力を維持させたいという思いで入
学しましたが、この４年間を通して
維持に留まらず、向上させることが
できたと実感しています。

　２つ目の自分を高めてくれる仲
間との出会いについては、国際経

営学部が何かの目標に対して意欲
的に行動している人と多く出会え
る場所であったことが背景にあり
ます。私たちは２年生を迎えるタイ
ミングで新型コロナウイルスによ
るオンライン授業を余儀なくされ、
２年生の後期から始まったゼミも
クラスメイトとの初顔合わせは
Zoom越しという異例のスタートと
なりました。
　やりたいことをやる、という当た
り前なことがやりにくくなってしまっ
た環境下でコロナという言い訳を
いくらでも使えてしまう中、周りの
友人たちは皆、目標を持ち、意欲的
に行動している人ばかりでした。
　さらに、この学部はさまざまな
バックグラウンドを持った学生の
集まりであり、育った環境や考え方
の異なる人と多く出会える場所で
もあります。それでも皆に共通して
いるのはオープンマインドでお互
いを尊重し合う姿勢を持っている
ということです。人を否定したり優

劣をつけたりすることはせず、それ
ぞれが違った考え方や目標に胸を
張って取り組む友人たちの存在
は、私にとってとても良い刺激にな
りました。そんな友人たちに囲まれ
た４年間だったからこそ、私は今自
分なりの目標を持ち、それをかなえ
るために新たな道に進む準備がで
きています。

　国際経営学部での学びを通じて
得た最大の財産は、論理的思考を
身に着けることができたことです。
　大学入学前の私の思考プロセス
はひらめき最優先で、なぜそう思っ
たのかをあまり重要視していませ
んでした。なぜその結論に至った
か、その結論に至るまでの過程で、

「ほかの案は思い浮かばなかった
のか」「私が持っている知識のうち
のどの部分がその結論の背景にあ
るのか」等々、結論を導くために考
えるべきことはたくさんあるのに、
当時はその存在に気づくことすら
できていませんでした。
　しかし、学部で講義を受ける中

木村直斗

　私が国際経営学部で学ぶことが
できてよかったと思う理由は主に
２つあります。それは、常に英語に
触れることができる環境に身を置
けたことと、自分を高めてくれる仲
間に出会えたことです。
　まず１つ目については、私が履修
したクラスでは、講義形式の授業

の８割が英語で行われていたこと
はもちろん、ディスカッションやプ
レゼンテーションを主とした双方
向型のゼミの授業も百パーセント、
英語で行われていたことがありま
す。自らの意見を言葉にすること
が必要な授業の中で、日本語でな
らもっと明確に意見を主張できる

のに、と思うことや、作文やプレゼ
ンテーションでの言葉の言い回し
に苦戦することの 繰り返しでした。
　しかし、それでも英語でやらなけ
ればならない環境であったため、辞
書で調べたり、教授の力をお借りし
たりしながら時間をかけて取り組
みました。その結果、英語で考えた

井原さわ香
か

“英語漬け”の４年間

　　　　　語学力向上を実感
学部経 営

国 際 学修から得た
最大の財産は「論理的思考」

ひらめき優先から転換
学部経 営

国 際

国際経営学部、国際情報学部から初の卒業生
意欲的な仲間との
出会い

高校時代の留学先で知り合った▲
友人を訪ねたドイツで＝2023年２月　

高校時代の留学先で知り合った▲
友人を訪ねたドイツで＝2023年２月　

世界の中央で活躍を
センターステージ
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学部カリキュラムの短期留学で行ったIMF（国際通貨基金）ワシントン本部内で。　
右が木村さん、左は同じ国際経営学部４年の若林航太さん＝2019年９月▶

学部カリキュラムの短期留学で行ったIMF（国際通貨基金）ワシントン本部内で。　
右が木村さん、左は同じ国際経営学部４年の若林航太さん＝2019年９月▶

で、そのような自分を変えなければ
ならないと思うようになりました。
講義では毎日のように英語でグ
ループワークを行い、グループ内で
なぜそう思ったのかを、自らの言葉
で説明します。そして、ディスカッ
ショングループのメンバーたちはそ
れぞれ異なったバックグラウンド
を持っています。
　同じ日本人同士ならあえて口に
しなくても察する、読み取れるもの
がありますが、国際経営学部内で
はそのような常識は通用せず、一
から十までしっかり言葉にして意
見を伝える必要がありました。

　そのため、自分の意見を正しく伝

えるためには、どのような思考プロ
セスを経て思い至った意見なのか
を頭の中で整理する、だれでも理解
できるように順序立てて説明する、
そういった論理的な思考の重要性
がとても大きく感じられ、その点を
意識して毎日の講義に臨みました。
　論理的思考が少なからず自分の
力になっていると感じたのは、就職
活動においてのことでした。グループ
ディスカッションやケース面接といっ
た、唯一絶対の正答が存在しない課
題に対してどのように取り組むかが
評価される就職活動の選考過程の
中で、日ごろから鍛えられている論
理的思考が大変役に立ちました。
　私は卒業後、クライアント企業
が抱える悩みを共有し、専門的な
観点から解決策を提案する経営コ
ンサルタントとして働きます。その

業務上で明確な答えの出ない課題
に対して、チームで取り組む機会に
多く恵まれることとなるでしょう。
その際に、この学部の学びで身に
着けた論理的思考を活用すること
はもちろん、よりレベルの高いもの
へと磨きをかけることができるよ
うに努力し続けたいと思います。

　GLOMACの門を叩いてから早４
年、気づけば卒業生第１号となりま
した。
　思い返すとGLOMACで過ごした
時間は非常に濃密でした。使用言
語のほとんどが英語である経験は
それまでの人生でなかったもので
したし、経営学や経済学など今ま
でとは大きく異なる科目の学習も
新鮮でした。さらに１カ月の短期留
学や企業訪問、英語での論文作成
などGLOMACならではの経験をさ

まざまに積んだ１年目。そしてコロ
ナ禍という未曽有の事態に直面
し、慣れないながらもオンライン
形態での授業に取り組み、また初
めて後輩たちを迎えた２年目。専
門科目が増え本格的に将来に向け
て各々に必要な科目を学び始めた
３年目、そして進学に向けた勉強と
卒業論文執筆に注力した今年と、
激動の４年間を過ごしてきました。
　そのどれもが現在の私を形成す
る大切な経験です。特に、新しいこ

とに挑戦する姿勢は４年間で培わ
れたと思っています。英語で授業
を受けることも、留学や企業訪問、
学生主体の団体活動など、さまざ
まな経験も、すべてはGLOMACへ
入学したからこそ得られたもので
す。また、上級生がいない上に参考
になる前例もなかったこの学部で
は、どうすればより良い環境にでき
るか、どんなことをすれば面白い
か、と常に同期たちと試行錯誤して
きました。その環境がさまざまなこ
とに挑戦する雰囲気を形成してい
たと思います。

　
　今の自分にないものを得るため

に思い切って新しい環境に挑戦す
ること、これこそが私が４年間で得
た最も大きな成果なのだと確信し
ています。今春から大学院生にな
りますが、大学院生になっても社
会人になっても、この姿勢を忘れず
に挑戦し続けたいです。
　卒業に際して心残りがあるとす
れば、２期生以下の後輩諸氏とあま
り話せなかったこと。オンライン授
業だったため関わる機会も数える
ほどしかありませんでした。もっと
同じ時間を共有し、一緒に学びた
かった、と口惜しく思っています。
　そんな後輩たちに、卒業する身
から一言。
　自由気ままに、さまざまなことに
挑戦してみてください。

　私たち１期生は好き勝手に挑戦
してきました。それを導いてくれた
教授陣、支えてくれた事務室の
方々、そして一緒に走りぬいてくれ
るかけがえのない同期たち。私た
ちが４年間挑戦し続けられたの
も、間違いなく皆のおかげです。皆
さんの周りにもきっと、そんな心強
い仲間がいます。失敗を恐れず、努
力を怠らず、常に未来を見据えて
挑戦し続けてください。GLOMAC
の今後の発展を心から祈っていま
す。頑張ってください！

滝田哲之

英語の授業、留学、企業訪問

「GLOMACで濃密な時間」

大学院生になっても新たな環
境で挑戦

学部経 営
国 際

を行い、デジタルビジネスの時流を
つくる」というものがあります。そ
のため、iTLのカリキュラムにはデジ
タルサービスについて深く学べる
科目が複数設置されており、特に
３年次から選択できる科目ではそ
のような業界で働く実務家を招い
た講義が多く行われます。
　大学入学以前からゲームやアニ
メといったデジタルコンテンツに興
味があり、将来的にはそれらに関
われる業界に就職したいと考えて
いた私にとって、これらの科目は非
常に魅力的かつ有意義なものでし

　iTLが想定している進路の一つ
に、「インターネット広告、ゲーム、
配信メディアを開発する企業で
サービス・コンテンツの企画、発信

た。内容としては、ビジネスモデル
や歴史のような基礎的なものから、
実務家ならではの実体験に基づい
た業務についての話まで、幅広く業
界を理解するのに役立つものばか
りでした。このような科目は後の就
職活動に生きたと感じています。
　iTLで学んだ学際的な思考と自分
が興味を持つ分野の専門的な学び
を仕事に生かしたいと考え、元々
興味があったゲーム業界で企業の
中核に関われる業務を軸に就職活
動を行いました。そして、私自身が
ゲームを通じてエンターテインメン

梶山隼利
はやと

学際的な思考、深く「デジタル
」学ぶ科目、

実務家の講義…

魅力的なカリキュラムが「財
産」を生む

学部情 報
国 際

思考プロセスを
頭の中で整理、
順序立てて説明する

上級生のいない環境…
同期生と常に試行錯誤
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学部カリキュラムの短期留学で行ったIMF（国際通貨基金）ワシントン本部内で。　
右が木村さん、左は同じ国際経営学部４年の若林航太さん＝2019年９月▶

学部カリキュラムの短期留学で行ったIMF（国際通貨基金）ワシントン本部内で。　
右が木村さん、左は同じ国際経営学部４年の若林航太さん＝2019年９月▶

で、そのような自分を変えなければ
ならないと思うようになりました。
講義では毎日のように英語でグ
ループワークを行い、グループ内で
なぜそう思ったのかを、自らの言葉
で説明します。そして、ディスカッ
ショングループのメンバーたちはそ
れぞれ異なったバックグラウンド
を持っています。
　同じ日本人同士ならあえて口に
しなくても察する、読み取れるもの
がありますが、国際経営学部内で
はそのような常識は通用せず、一
から十までしっかり言葉にして意
見を伝える必要がありました。

　そのため、自分の意見を正しく伝

えるためには、どのような思考プロ
セスを経て思い至った意見なのか
を頭の中で整理する、だれでも理解
できるように順序立てて説明する、
そういった論理的な思考の重要性
がとても大きく感じられ、その点を
意識して毎日の講義に臨みました。
　論理的思考が少なからず自分の
力になっていると感じたのは、就職
活動においてのことでした。グループ
ディスカッションやケース面接といっ
た、唯一絶対の正答が存在しない課
題に対してどのように取り組むかが
評価される就職活動の選考過程の
中で、日ごろから鍛えられている論
理的思考が大変役に立ちました。
　私は卒業後、クライアント企業
が抱える悩みを共有し、専門的な
観点から解決策を提案する経営コ
ンサルタントとして働きます。その

業務上で明確な答えの出ない課題
に対して、チームで取り組む機会に
多く恵まれることとなるでしょう。
その際に、この学部の学びで身に
着けた論理的思考を活用すること
はもちろん、よりレベルの高いもの
へと磨きをかけることができるよ
うに努力し続けたいと思います。

　GLOMACの門を叩いてから早４
年、気づけば卒業生第１号となりま
した。
　思い返すとGLOMACで過ごした
時間は非常に濃密でした。使用言
語のほとんどが英語である経験は
それまでの人生でなかったもので
したし、経営学や経済学など今ま
でとは大きく異なる科目の学習も
新鮮でした。さらに１カ月の短期留
学や企業訪問、英語での論文作成
などGLOMACならではの経験をさ

まざまに積んだ１年目。そしてコロ
ナ禍という未曽有の事態に直面
し、慣れないながらもオンライン
形態での授業に取り組み、また初
めて後輩たちを迎えた２年目。専
門科目が増え本格的に将来に向け
て各々に必要な科目を学び始めた
３年目、そして進学に向けた勉強と
卒業論文執筆に注力した今年と、
激動の４年間を過ごしてきました。
　そのどれもが現在の私を形成す
る大切な経験です。特に、新しいこ

とに挑戦する姿勢は４年間で培わ
れたと思っています。英語で授業
を受けることも、留学や企業訪問、
学生主体の団体活動など、さまざ
まな経験も、すべてはGLOMACへ
入学したからこそ得られたもので
す。また、上級生がいない上に参考
になる前例もなかったこの学部で
は、どうすればより良い環境にでき
るか、どんなことをすれば面白い
か、と常に同期たちと試行錯誤して
きました。その環境がさまざまなこ
とに挑戦する雰囲気を形成してい
たと思います。

　
　今の自分にないものを得るため

に思い切って新しい環境に挑戦す
ること、これこそが私が４年間で得
た最も大きな成果なのだと確信し
ています。今春から大学院生にな
りますが、大学院生になっても社
会人になっても、この姿勢を忘れず
に挑戦し続けたいです。
　卒業に際して心残りがあるとす
れば、２期生以下の後輩諸氏とあま
り話せなかったこと。オンライン授
業だったため関わる機会も数える
ほどしかありませんでした。もっと
同じ時間を共有し、一緒に学びた
かった、と口惜しく思っています。
　そんな後輩たちに、卒業する身
から一言。
　自由気ままに、さまざまなことに
挑戦してみてください。

　私たち１期生は好き勝手に挑戦
してきました。それを導いてくれた
教授陣、支えてくれた事務室の
方々、そして一緒に走りぬいてくれ
るかけがえのない同期たち。私た
ちが４年間挑戦し続けられたの
も、間違いなく皆のおかげです。皆
さんの周りにもきっと、そんな心強
い仲間がいます。失敗を恐れず、努
力を怠らず、常に未来を見据えて
挑戦し続けてください。GLOMAC
の今後の発展を心から祈っていま
す。頑張ってください！

滝田哲之

英語の授業、留学、企業訪問

「GLOMACで濃密な時間」

大学院生になっても新たな環
境で挑戦

学部経 営
国 際

を行い、デジタルビジネスの時流を
つくる」というものがあります。そ
のため、iTLのカリキュラムにはデジ
タルサービスについて深く学べる
科目が複数設置されており、特に
３年次から選択できる科目ではそ
のような業界で働く実務家を招い
た講義が多く行われます。
　大学入学以前からゲームやアニ
メといったデジタルコンテンツに興
味があり、将来的にはそれらに関
われる業界に就職したいと考えて
いた私にとって、これらの科目は非
常に魅力的かつ有意義なものでし

　iTLが想定している進路の一つ
に、「インターネット広告、ゲーム、
配信メディアを開発する企業で
サービス・コンテンツの企画、発信

た。内容としては、ビジネスモデル
や歴史のような基礎的なものから、
実務家ならではの実体験に基づい
た業務についての話まで、幅広く業
界を理解するのに役立つものばか
りでした。このような科目は後の就
職活動に生きたと感じています。
　iTLで学んだ学際的な思考と自分
が興味を持つ分野の専門的な学び
を仕事に生かしたいと考え、元々
興味があったゲーム業界で企業の
中核に関われる業務を軸に就職活
動を行いました。そして、私自身が
ゲームを通じてエンターテインメン

梶山隼利
はやと

学際的な思考、深く「デジタル
」学ぶ科目、

実務家の講義…

魅力的なカリキュラムが「財
産」を生む

学部情 報
国 際

思考プロセスを
頭の中で整理、
順序立てて説明する

上級生のいない環境…
同期生と常に試行錯誤
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クリスマスイルミネーションに囲まれて＝2022年12月▶クリスマスイルミネーションに囲まれて＝2022年12月▶

トコンテンツの楽しさや奥深さを
知ったことから、より多くの人々に
楽しさや感動を伝えたいと思い、
ゲームソフトウェアメーカーに入社
を決めました。

　入社後は、経営側と開発側の橋
渡しとなるような社内業務や、会社
を取り巻く全てのステークホルダー
と会社をつなぐ社外業務などに関
わり、さまざまな人々をつなぐ架け

橋となる人材になりたいと考えて
います。就職活動を終えて思うこと
は、iTLの文理を問わない複合的な
カリキュラムの中で自分の興味の
赴くままに科目を選び学んできた
内容は、これからの社会に必要な
ものばかりだということです。
　ITの利活用が急速に発展し続け
る現代では、学際的な視点で物事
を考えられる人材が至る所で必要
とされており、iTLではこのような
人材になるための多くのことが学
べます。４年間の学びは就職活動

のみならず、この先の人生にとって
も貴重な財産になると確信してい
ます。
　そして在学生の皆さんにはぜひ、
iTLの学びを通してITとそれを取り
巻くルールや世界の動向を最前線
で追いながら、自分がこの情報社
会でどのように生きていくかを、大
学生活という自由に使える時間の
中で悩み考えていただきたいです。
皆さんの大学生活が実りのある4
年間となるよう願っております。

る」「リーダーシップを発揮し、周囲
を巻き込んでの目標達成」「新しい
仕組みや企画を提案し、実現す
る」。私はこれらの理由から卒業後
の進路を決めました。

　iTLは決して大きいキャンパス、学
生規模ではないですが、小規模学
部ゆえの学生間の距離の近さはと
ても大きなメリットだと感じます。
また、いろいろな人と出会うことが

でき、学びを得ることができます。
　人は案外優しいものです。恐れ
ず話しかけてみましょう。学びの場
iTLで、後輩の皆さんも自主性を
持って未来を切り拓いてください。

学部情 報
国 際

学部情 報
国 際

キャリアのためです。大学はそのた
めの学びの場でした。iTLでは情
報、法学、グローバル教養など非常
に多くのことを学ぶことができま
す。私はその中でも情報がもたら
す可能性を授業の中で見出し、
「IT×ビジネス」の領域で勝負しよ
うとキャリアの軸を決めました。

　１、２年次はサークル創設とそ
の発展、３、４年次は就職活動に
フォーカスしました。私も就活に不
安を抱える多くの大学生の１人でし
た。インターン先で出会う他大学の
優秀な学生や、企業からの大量の
不合格メール。結果として自分の望
む会社に入社することができます

　卒業にあたって、いろいろな感
情が込み上げてきます。特に強い
のは「あの時、iTLに進学を決めて
よかった」という思いです。理由は
数多くありますが、今回の寄稿で
は「自主性」を中心に述べていきた
いと思います。
　iTLは中央大学の新設学部、新設
キャンパス。この春卒業の私たち１
期生が最初の卒業生です。入学当
初はまっさらなキャンバスに自ら
の手で絵を描いていくような心持
ちでした。「先輩がいない」「他学部
の仲間がそばにいない」ことの心
配よりも、「自分で何かを創り上げ
たい、成し遂げたい」という考えが
入学前にあり、iTLはその環境に
ぴったりでした。
　全ては、自分の思い描いている

が、100社以上エントリーして内定
したのは10社ほどでした。
　自分自身でPDCA（Plan・Do・
Check・Act）を回して改善できるこ
ともありましたが、一番の力になっ
てくれたのは学内の友人たちです。
iTLは情報、国際分野など専門的な
分野の学問を選択して学べる特性
上、それぞれの分野に特化した人
がいます。自分の“弱み”を見せる勇
気を出し、私が頼った友人たちは
快く手を差し伸べてくれました。
　「個人として努力し、成果を上げ

郡司大河

何かを創り上げ、成し遂げる環
境

iTLはキャリアを思い描く学び
の場

環境下で、自分たちの意見を形に
できるという特別な経験をできる
ことが一番の魅力だと思います。
　実際に私も、入学してすぐに幹部
の一員として仲間と一緒に国際情
報学部の学園祭実行委員会を設立
しました。学園祭実行委員会の存
在意義から書類にして事務室に提
出する経験は絶対にiTLでなければ
できない経験だったと思います。
　また、２つ目はここでしかできな
い学びとその学びの広さです。国
際情報学部では「法学」「情報学」
「国際文化」の3軸で学びが形成さ
れています。1つの軸に対し、他の2
つの軸の知見を持ちながら多角的
な視点を持って学びを深められま
す。私の場合は法学を中心に学ん
できましたが、情報学や国際文化に
ついての知見があれば、単に「これ
はダメだから厳重な規制をかけれ
ばいい」という法律目線だけでの
運用が今後の社会にとって良いも
のかどうかについて、多角的かつよ
り実用的に思考する力を身に着け
ることができました。学びと思考の
幅が広がり、4年間iTLでの学びには

　私がiTLに入学してよかったと思
うことは、大きく分けて3つありま
す。１つ目は、まだ歴史がない学部
であることです。特に私たちは１期
生だったので、先輩はいませんし、
この学部での時間をどう過ごす
か、この環境で何をするかに関す
る余白はとても大きかったです。
　他の大学や学部に行けば、大体
は「その環境にあるものを使う」と
いう感覚になると思いますが、ここ
では何をするにしても「自分たちで
環境や機会を作っていく」ことが求
められます。中央大学という潤沢な
リソースや一流の先生方を抱える

飽きることはありませんでした。

　そして３つ目は、iTLにいる仲間
の多様性です。学びの多様性と創
造の余地を持つ環境という特徴か
ら、さまざまなバックグラウンドを
持つ友人や、自分にはないようなス
キルを持っている友人に出会うこ
とができ、「仲間」という要素だけ
で見てもとても魅力の詰まった環
境だったと感じています。年次が
上がってゼミでの研究が本格化し
てきたときには特にこの多様性を
体感しました。
　私は卒業論文に向けた研究のた
めに判例や政府が発表した文章を
読んでいるのに、ある友人はアプリ
を制作していて、ある友人は海外に
フィールドスタディーに行っている
というような状況がiTLでは普通で
す。自分ではその分野について勉強
できていなくても、その分野を専門
としている友人から話を聞くと、と
ても深い話が聞けるのでとても視
野が広がりいい経験になりました。

千葉七星

大きかった“余白”　

「自分たちで環境や機会を作
っていく」

学びと思考の幅が広がる

“弱み”を見せる
勇気を持つ

さまざまなバックグラウンド
多様性のある仲間たち

社内外の人々をつなぐ
架け橋の存在に

ななせ
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クリスマスイルミネーションに囲まれて＝2022年12月▶クリスマスイルミネーションに囲まれて＝2022年12月▶

トコンテンツの楽しさや奥深さを
知ったことから、より多くの人々に
楽しさや感動を伝えたいと思い、
ゲームソフトウェアメーカーに入社
を決めました。

　入社後は、経営側と開発側の橋
渡しとなるような社内業務や、会社
を取り巻く全てのステークホルダー
と会社をつなぐ社外業務などに関
わり、さまざまな人々をつなぐ架け

橋となる人材になりたいと考えて
います。就職活動を終えて思うこと
は、iTLの文理を問わない複合的な
カリキュラムの中で自分の興味の
赴くままに科目を選び学んできた
内容は、これからの社会に必要な
ものばかりだということです。
　ITの利活用が急速に発展し続け
る現代では、学際的な視点で物事
を考えられる人材が至る所で必要
とされており、iTLではこのような
人材になるための多くのことが学
べます。４年間の学びは就職活動

のみならず、この先の人生にとって
も貴重な財産になると確信してい
ます。
　そして在学生の皆さんにはぜひ、
iTLの学びを通してITとそれを取り
巻くルールや世界の動向を最前線
で追いながら、自分がこの情報社
会でどのように生きていくかを、大
学生活という自由に使える時間の
中で悩み考えていただきたいです。
皆さんの大学生活が実りのある4
年間となるよう願っております。

る」「リーダーシップを発揮し、周囲
を巻き込んでの目標達成」「新しい
仕組みや企画を提案し、実現す
る」。私はこれらの理由から卒業後
の進路を決めました。

　iTLは決して大きいキャンパス、学
生規模ではないですが、小規模学
部ゆえの学生間の距離の近さはと
ても大きなメリットだと感じます。
また、いろいろな人と出会うことが

でき、学びを得ることができます。
　人は案外優しいものです。恐れ
ず話しかけてみましょう。学びの場
iTLで、後輩の皆さんも自主性を
持って未来を切り拓いてください。

学部情 報
国 際

学部情 報
国 際

キャリアのためです。大学はそのた
めの学びの場でした。iTLでは情
報、法学、グローバル教養など非常
に多くのことを学ぶことができま
す。私はその中でも情報がもたら
す可能性を授業の中で見出し、
「IT×ビジネス」の領域で勝負しよ
うとキャリアの軸を決めました。

　１、２年次はサークル創設とそ
の発展、３、４年次は就職活動に
フォーカスしました。私も就活に不
安を抱える多くの大学生の１人でし
た。インターン先で出会う他大学の
優秀な学生や、企業からの大量の
不合格メール。結果として自分の望
む会社に入社することができます

　卒業にあたって、いろいろな感
情が込み上げてきます。特に強い
のは「あの時、iTLに進学を決めて
よかった」という思いです。理由は
数多くありますが、今回の寄稿で
は「自主性」を中心に述べていきた
いと思います。
　iTLは中央大学の新設学部、新設
キャンパス。この春卒業の私たち１
期生が最初の卒業生です。入学当
初はまっさらなキャンバスに自ら
の手で絵を描いていくような心持
ちでした。「先輩がいない」「他学部
の仲間がそばにいない」ことの心
配よりも、「自分で何かを創り上げ
たい、成し遂げたい」という考えが
入学前にあり、iTLはその環境に
ぴったりでした。
　全ては、自分の思い描いている

が、100社以上エントリーして内定
したのは10社ほどでした。
　自分自身でPDCA（Plan・Do・
Check・Act）を回して改善できるこ
ともありましたが、一番の力になっ
てくれたのは学内の友人たちです。
iTLは情報、国際分野など専門的な
分野の学問を選択して学べる特性
上、それぞれの分野に特化した人
がいます。自分の“弱み”を見せる勇
気を出し、私が頼った友人たちは
快く手を差し伸べてくれました。
　「個人として努力し、成果を上げ

郡司大河

何かを創り上げ、成し遂げる環
境

iTLはキャリアを思い描く学び
の場

環境下で、自分たちの意見を形に
できるという特別な経験をできる
ことが一番の魅力だと思います。
　実際に私も、入学してすぐに幹部
の一員として仲間と一緒に国際情
報学部の学園祭実行委員会を設立
しました。学園祭実行委員会の存
在意義から書類にして事務室に提
出する経験は絶対にiTLでなければ
できない経験だったと思います。
　また、２つ目はここでしかできな
い学びとその学びの広さです。国
際情報学部では「法学」「情報学」
「国際文化」の3軸で学びが形成さ
れています。1つの軸に対し、他の2
つの軸の知見を持ちながら多角的
な視点を持って学びを深められま
す。私の場合は法学を中心に学ん
できましたが、情報学や国際文化に
ついての知見があれば、単に「これ
はダメだから厳重な規制をかけれ
ばいい」という法律目線だけでの
運用が今後の社会にとって良いも
のかどうかについて、多角的かつよ
り実用的に思考する力を身に着け
ることができました。学びと思考の
幅が広がり、4年間iTLでの学びには

　私がiTLに入学してよかったと思
うことは、大きく分けて3つありま
す。１つ目は、まだ歴史がない学部
であることです。特に私たちは１期
生だったので、先輩はいませんし、
この学部での時間をどう過ごす
か、この環境で何をするかに関す
る余白はとても大きかったです。
　他の大学や学部に行けば、大体
は「その環境にあるものを使う」と
いう感覚になると思いますが、ここ
では何をするにしても「自分たちで
環境や機会を作っていく」ことが求
められます。中央大学という潤沢な
リソースや一流の先生方を抱える

飽きることはありませんでした。

　そして３つ目は、iTLにいる仲間
の多様性です。学びの多様性と創
造の余地を持つ環境という特徴か
ら、さまざまなバックグラウンドを
持つ友人や、自分にはないようなス
キルを持っている友人に出会うこ
とができ、「仲間」という要素だけ
で見てもとても魅力の詰まった環
境だったと感じています。年次が
上がってゼミでの研究が本格化し
てきたときには特にこの多様性を
体感しました。
　私は卒業論文に向けた研究のた
めに判例や政府が発表した文章を
読んでいるのに、ある友人はアプリ
を制作していて、ある友人は海外に
フィールドスタディーに行っている
というような状況がiTLでは普通で
す。自分ではその分野について勉強
できていなくても、その分野を専門
としている友人から話を聞くと、と
ても深い話が聞けるのでとても視
野が広がりいい経験になりました。

千葉七星

大きかった“余白”　

「自分たちで環境や機会を作
っていく」

学びと思考の幅が広がる

“弱み”を見せる
勇気を持つ

さまざまなバックグラウンド
多様性のある仲間たち

社内外の人々をつなぐ
架け橋の存在に

ななせ
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　学生最後の冬、私は人間の骨を探して、地面を掘った。

　年末年始の12月30日から1月2日までの4日間、福島県

双葉郡の大熊町で過ごした。帰宅困難区域に入り、被災

者の方が娘さんの遺骨を捜索するのをボランティアで手

伝った。娘さんは当時小学生で、津波に流されたという。

　捜索の現場に着くと、よく霜が降っていた。昼が近づく

と、土はぬかるむ。大きめのスコップを使ったり、猫車を押

したりするときに踏ん張りが利かなくなり、頭を悩ませた。

ハンドスコップなどで地面を少しずつ掘り進めると、粘土

のように土が固まっていることもあった。そこに遺骨が紛

れているかもしれない。手作業で細かく砕いて確認した。

長い間、人間の手が入っていない場所のため、草木が太

い根を張り巡らせている。スコップがうまく入らないとき

は、大抵その根っこが原因だ。そうでないときは、流木、あ

るいは石がじゃまをしていた。

　作業をしていると、津波に流され、地中に埋もれたもの

が次々に出てくる。靴下やクマの縫いぐるみ、瓦、スレート

といった建材までさまざまなものを掘り出した。だが、娘さ

んの遺骨は見つけることができなかった。

津波、戦火で亡くなった人たちへの思い
学生生活の最後、遺骨収集に携わる

学生記者卒業記念コラム 学生記者　鈴木人生（文４）

　1月28日、沖縄県糸満市で再び遺骨を探す機会があっ

た。沖縄戦で死んでいった人たちの骨である。戦時、爆弾

で吹っ飛ばされた人間は岩にぶつかったという。また、米兵

から身を隠すために、洞窟の中に人々は逃げ込んだそう

だ。だから、岩陰や洞窟から遺骨が見つかりやすい。

　洞窟に入ると、内部は狭くて暗かった。腰を低く、頭が天

井にぶつからないよう気をつけた。日差しが入らないため、

片手にスマートフォンを持ち、ライトで照らして探した。しか

し、またも私は遺骨を見つけることができなかった。

　福島でも沖縄でも、細い木枝や小石のかけらを見つけ

ると、「もしかして」と思った。木か、石か、骨か。たとえ骨で

あっても、人骨ではなく、獣骨の可能性もある。素人目には

かなり判別が難しいと身をもって知った。

　福島では津波の恐ろしさと原発の罪過、沖縄では戦争

による悲惨な犠牲。そして、遺族の方々の心中。作業の間、

多くのことを思って土を掘った。現地に足を運ばなけれ

ば、知ることも考えることもなかったことばかりだ。卒業

後、社会に出てからの自身の行動に、この経験が大きく影

響することと思う。私にとって遺骨の捜索は弔いにとどま

らない、自身が生きていかなければならない社会の行く末

をも考える体験だった。

Graduation Commemorative Column from Student Reporters.

弔いとともに
社会の行く末を思う

遺骨収集の作業の様子▲遺骨収集の作業の様子▲

▲福島で遺骨収集作業に携わった鈴木人生さん▲福島で遺骨収集作業に携わった鈴木人生さん
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学生記者・チアリーディング部　谷井花蓮（総合政策２）学生記者・チアリーディング部　谷井花蓮（総合政策２）
　2020年の初春から続いているコロナ禍による社会の混乱の中で、大学生の部活動も中止や制約といっ

た影響を受けた。2年生の私が所属するチアリーディング部の活動も例外ではなく、先輩の４年生８人は数々

の喜びと困難の記憶を胸に卒業の日を迎えた。卒業生の袖岡結さん（チアリーディング部2022年度主将）、

秋元麻依さん、米田香音さんの３人に、部活動をやり切ったからこそ得られた思いや道のりを、後輩で

「HAKUMON Chuo」学生記者の私が聞いた。

　2020年の初春から続いているコロナ禍による社会の混乱の中で、大学生の部活動も中止や制約といっ

た影響を受けた。2年生の私が所属するチアリーディング部の活動も例外ではなく、先輩の４年生８人は数々

の喜びと困難の記憶を胸に卒業の日を迎えた。卒業生の袖岡結さん（チアリーディング部2022年度主将）、

秋元麻依さん、米田香音さんの３人に、部活動をやり切ったからこそ得られた思いや道のりを、後輩で

「HAKUMON Chuo」学生記者の私が聞いた。

クローズアップ

そでおか

かのん

ゆう

　学生最後の冬、私は人間の骨を探して、地面を掘った。

　年末年始の12月30日から1月2日までの4日間、福島県

双葉郡の大熊町で過ごした。帰宅困難区域に入り、被災

者の方が娘さんの遺骨を捜索するのをボランティアで手

伝った。娘さんは当時小学生で、津波に流されたという。

　捜索の現場に着くと、よく霜が降っていた。昼が近づく

と、土はぬかるむ。大きめのスコップを使ったり、猫車を押

したりするときに踏ん張りが利かなくなり、頭を悩ませた。

ハンドスコップなどで地面を少しずつ掘り進めると、粘土

のように土が固まっていることもあった。そこに遺骨が紛

れているかもしれない。手作業で細かく砕いて確認した。

長い間、人間の手が入っていない場所のため、草木が太

い根を張り巡らせている。スコップがうまく入らないとき

は、大抵その根っこが原因だ。そうでないときは、流木、あ

るいは石がじゃまをしていた。

　作業をしていると、津波に流され、地中に埋もれたもの

が次々に出てくる。靴下やクマの縫いぐるみ、瓦、スレート

といった建材までさまざまなものを掘り出した。だが、娘さ

んの遺骨は見つけることができなかった。

津波、戦火で亡くなった人たちへの思い
学生生活の最後、遺骨収集に携わる

学生記者卒業記念コラム 学生記者　鈴木人生（文４）

　1月28日、沖縄県糸満市で再び遺骨を探す機会があっ

た。沖縄戦で死んでいった人たちの骨である。戦時、爆弾

で吹っ飛ばされた人間は岩にぶつかったという。また、米兵

から身を隠すために、洞窟の中に人々は逃げ込んだそう

だ。だから、岩陰や洞窟から遺骨が見つかりやすい。

　洞窟に入ると、内部は狭くて暗かった。腰を低く、頭が天

井にぶつからないよう気をつけた。日差しが入らないため、

片手にスマートフォンを持ち、ライトで照らして探した。しか

し、またも私は遺骨を見つけることができなかった。

　福島でも沖縄でも、細い木枝や小石のかけらを見つけ

ると、「もしかして」と思った。木か、石か、骨か。たとえ骨で

あっても、人骨ではなく、獣骨の可能性もある。素人目には

かなり判別が難しいと身をもって知った。

　福島では津波の恐ろしさと原発の罪過、沖縄では戦争

による悲惨な犠牲。そして、遺族の方々の心中。作業の間、

多くのことを思って土を掘った。現地に足を運ばなけれ

ば、知ることも考えることもなかったことばかりだ。卒業

後、社会に出てからの自身の行動に、この経験が大きく影

響することと思う。私にとって遺骨の捜索は弔いにとどま

らない、自身が生きていかなければならない社会の行く末

をも考える体験だった。

Graduation Commemorative Column from Student Reporters.

弔いとともに
社会の行く末を思う

遺骨収集の作業の様子▲遺骨収集の作業の様子▲

▲福島で遺骨収集作業に携わった鈴木人生さん▲福島で遺骨収集作業に携わった鈴木人生さん
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てきた。袖岡さんは「同期の部員に

出会えた」からこそ、入部してよ

かったと感じている。

後輩たちへ
「今を楽しんで」

　後輩部員の私たちへのメッセー

ジを頼むと、３人は「今を楽しんで

ほしい」（米田さん）、「笑顔のスポー

ツだからこそ、いつでも笑顔で頑

張ってほしい」（袖岡さん)、「頑張っ

ていれば、技術面、精神面で成長で

きる。未来に向かって頑張ってほし

い」(秋元さん)と、エール

を送ってくれた。

　卒業する先輩たちに私

から感謝の言葉を送りた

いと思います。4年間、本

当にお疲れさまでした。

先輩方がコロナ禍で多く

の困難を乗り越え、部活

動の経験を通してさまざ

まなことを学んだという

ことを知りました。先輩方

のように真剣に部活動に

向き合い、いずれ引退を

迎えるときに、私も「やっ

ていてよかった」と思えるようにし

たい。

　先輩方にはいろいろなことを教

えていただきました。先輩方のおか

げで今のSPIRITSがあると思いま

す。本当にありがとうございました。

マスク越し…
でも「笑顔の大切さ」
強く実感

　今の４年生が１年生だった2020

年の冬、新型コロナウイルスがはや

り始めた。コロナ禍以前の練習は、

「スタンツ」と呼ばれる、数人で組体

操のように人を乗せたり飛ばしたり

する技を磨くことが中心だった。しか

し、他者との接触をなるべく避けな

ければならない状況となり、ダンス

やジャンプといった「平場」演技の

練習しかできなくなったという。

　スタンツで技が決まったときの達

成感や喜びは、演技のモチベーショ

ンにつながる｡袖岡さんは「スタンツ

練習が全くできなくなり、部員と成

功の喜びを分かち合う瞬間がなく

なった。正直、なかなか士気は上が

らなかった」と当時を振り返った。

　チアリーディングは応援から発祥

したスポーツである。応援を目的と

しているスポーツのため、笑顔が欠

かせない。笑顔が魅力の一つであ

り、応援する人にパワーをもたらす。

　感染拡大防止のため、マスクを

着用した活動となり、さらに声を出

しての応援も控えたが、そんな状況

だからこそ、選手や観客を盛り上

げ、活気づけられるように、笑顔の

大切さをそれまで以上に強く実感

できた。「マスク越しの笑顔」を常に

意識したという。

「1人ではできない競技」
 仲間への感謝

　授業と部活を

両立するあわた

だしい日々の中で

も、米田さんは時

間の使い方を工

夫し、さまざまな

行動力を培い、人

との関わり方を

学んだという。い

ろいろな立場の

人に対応した言

葉の選び方、立

ち居振る舞いなどを、時と場合に応

じて対処する術や、その必要性を

学んだ。具体的には、自身よりチア

リーディング経験の長い後輩や先

輩へのアドバイスの仕方、コーチや

監督と話すときの言葉遣いなどで

ある。

　秋元さんはメンタル面で強く

なったと感じている。1年生の頃は、

うまくいかないことがあると泣いて

ばかりいたが、経験を積むにつれて

自信が芽生えていったという。そし

て、その自信が強さを生んだ。でき

ないこと、うまくいかないことにも

心が折れずに挑戦できるように

なった。卒業を迎えた今、一番感謝

しているのは「一緒に練習してくれ

た仲間の部員です」と力を込めて

教えてくれた。

　チアリーディングは一人ではでき

ないスポーツである。みんなで一つ

のものを作り上げていく。先輩の4

年生たちは、演技を披露できる応

援活動の場や大会、学園祭などを、

仲間と励まし合いながら乗り越え

学生記者でチアリーディング部所属の谷井花蓮さん▲

袖岡結さん▲米田香音さん▲

◀秋元麻依さん

クローズアップ

☆應援團チアリーディング部

　1991年創部。加藤郁美監督。部員49人。愛称「SPIRITS」。應援團リーダー部、應援團ブラスコアー部とともに行
う応援活動と、チアリーディング競技の2つの活動を行っている。
　応援活動では、硬式野球部、準硬式野球部、アメリカンフットボール部、ボート部、サッカー部などの試合会場
で、選手たちにエールを送る。競技では、関東チアリーディング選手権（兼日本選手権関東地区予選）、チアリー
ディング日本選手権（ジャパンカップ）、学生選手権(インカレ)などの大会を目標に演技に磨きをかけている。
　應援團としての活動理念は「選手やチームを奮い立たせ、人の心を動かす応援をする」「活動を通して中央大
学の発展、活性化に寄与する」「人のため、社会のために自ら考え行動する人格を養う」。団訓は「規律、礼節、時
間厳守」。

すべ
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てきた。袖岡さんは「同期の部員に

出会えた」からこそ、入部してよ

かったと感じている。

後輩たちへ
「今を楽しんで」

　後輩部員の私たちへのメッセー

ジを頼むと、３人は「今を楽しんで

ほしい」（米田さん）、「笑顔のスポー

ツだからこそ、いつでも笑顔で頑

張ってほしい」（袖岡さん)、「頑張っ

ていれば、技術面、精神面で成長で

きる。未来に向かって頑張ってほし

い」(秋元さん)と、エール

を送ってくれた。

　卒業する先輩たちに私

から感謝の言葉を送りた

いと思います。4年間、本

当にお疲れさまでした。

先輩方がコロナ禍で多く

の困難を乗り越え、部活

動の経験を通してさまざ

まなことを学んだという

ことを知りました。先輩方

のように真剣に部活動に

向き合い、いずれ引退を

迎えるときに、私も「やっ

ていてよかった」と思えるようにし

たい。

　先輩方にはいろいろなことを教

えていただきました。先輩方のおか

げで今のSPIRITSがあると思いま

す。本当にありがとうございました。

マスク越し…
でも「笑顔の大切さ」
強く実感

　今の４年生が１年生だった2020

年の冬、新型コロナウイルスがはや

り始めた。コロナ禍以前の練習は、

「スタンツ」と呼ばれる、数人で組体

操のように人を乗せたり飛ばしたり

する技を磨くことが中心だった。しか

し、他者との接触をなるべく避けな

ければならない状況となり、ダンス

やジャンプといった「平場」演技の

練習しかできなくなったという。

　スタンツで技が決まったときの達

成感や喜びは、演技のモチベーショ

ンにつながる｡袖岡さんは「スタンツ

練習が全くできなくなり、部員と成

功の喜びを分かち合う瞬間がなく

なった。正直、なかなか士気は上が

らなかった」と当時を振り返った。

　チアリーディングは応援から発祥

したスポーツである。応援を目的と

しているスポーツのため、笑顔が欠

かせない。笑顔が魅力の一つであ

り、応援する人にパワーをもたらす。

　感染拡大防止のため、マスクを

着用した活動となり、さらに声を出

しての応援も控えたが、そんな状況

だからこそ、選手や観客を盛り上

げ、活気づけられるように、笑顔の

大切さをそれまで以上に強く実感

できた。「マスク越しの笑顔」を常に

意識したという。

「1人ではできない競技」
 仲間への感謝

　授業と部活を

両立するあわた

だしい日々の中で

も、米田さんは時

間の使い方を工

夫し、さまざまな

行動力を培い、人

との関わり方を

学んだという。い

ろいろな立場の

人に対応した言

葉の選び方、立

ち居振る舞いなどを、時と場合に応

じて対処する術や、その必要性を

学んだ。具体的には、自身よりチア

リーディング経験の長い後輩や先

輩へのアドバイスの仕方、コーチや

監督と話すときの言葉遣いなどで

ある。

　秋元さんはメンタル面で強く

なったと感じている。1年生の頃は、

うまくいかないことがあると泣いて

ばかりいたが、経験を積むにつれて

自信が芽生えていったという。そし

て、その自信が強さを生んだ。でき

ないこと、うまくいかないことにも

心が折れずに挑戦できるように

なった。卒業を迎えた今、一番感謝

しているのは「一緒に練習してくれ

た仲間の部員です」と力を込めて

教えてくれた。

　チアリーディングは一人ではでき

ないスポーツである。みんなで一つ

のものを作り上げていく。先輩の4

年生たちは、演技を披露できる応

援活動の場や大会、学園祭などを、

仲間と励まし合いながら乗り越え

学生記者でチアリーディング部所属の谷井花蓮さん▲

袖岡結さん▲米田香音さん▲

◀秋元麻依さん

クローズアップ

☆應援團チアリーディング部

　1991年創部。加藤郁美監督。部員49人。愛称「SPIRITS」。應援團リーダー部、應援團ブラスコアー部とともに行
う応援活動と、チアリーディング競技の2つの活動を行っている。
　応援活動では、硬式野球部、準硬式野球部、アメリカンフットボール部、ボート部、サッカー部などの試合会場
で、選手たちにエールを送る。競技では、関東チアリーディング選手権（兼日本選手権関東地区予選）、チアリー
ディング日本選手権（ジャパンカップ）、学生選手権(インカレ)などの大会を目標に演技に磨きをかけている。
　應援團としての活動理念は「選手やチームを奮い立たせ、人の心を動かす応援をする」「活動を通して中央大
学の発展、活性化に寄与する」「人のため、社会のために自ら考え行動する人格を養う」。団訓は「規律、礼節、時
間厳守」。
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